
病院図書館２００４；２４(4)：174-176

圏脚ｼﾝボジｳﾑ基調講演(抄録）

住友病院図書室における利用者教育
一新卒研修医のオリエンテーションを中心に－

Ｉ．はじめに

2004年４月から医師の卒後臨床研修が必修化

されました。住友病院では新研修制度の開始に

先立ち、一昨年から卒後１年目の研修医の受け

入れを始めました。

従来から新人看護師には、図書室の利用の仕

方について見学を兼ねたオリエンテーションを

行っていますが、研修医を対象としたオリエン

テーションは実施したことがありませんでし

た｡そこで研修医制度が変わるこの機会を捉え、

｢オリエンテーションプログラムに図書室の文

献検索ガイダンスを加えていただけないか」と

臨床研修指導部長に申し出たところ、「文献検

索は図書室が専門家だから」とスケジュールに

加えてもらうことができました。

一昨年と昨年の２回、研修医に行ったガイダ

ンスの内容とその成果について、その後実施し

た研修医へのアンケート調査の結果をも併せて

報告します。

Ⅱ、ガイダンスについて

はじめに、研修医向けオリエンテーションを

実施しようと思った理由について述べたいと思

います。

一つ目は臨床研修指定病院として、病院図書

室の教育面での役割を病院や職員にアピールす

ること。

二つ目の理由は、日頃から文献検索について

感じていたことがあったからです。それは、捨
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てられた検索結果のプリントや複写申込の文献

リストを見て、もっと効果的に文献が探せるの

ではないか、あるいはもっと用紙の無駄をなく

せるのではないか、という思いでした。かつて

"IndexMedicus"や"医学中央雑誌，'などの索引

誌や抄録誌を使い、時間をかけて見出し語から

文献を探していた頃と異なり、今やコンピュー

タを利用して、キーワードを入力すれば短時間

で文献が探せる便利な時代になりました。その

反面、データベースの特徴、あるいはキーワー

ドの選択、検索式の立て方、文献の絞り込みと

いったデータベースのさまざまな機能について

十分に知る機会がないように感じます。

エンドユーザー検索が普及した今日、図書館

員が利用者の文献検索に立ち会う場が極めて少

なくなりました。これまで代行検索を行ってき

た経験を生かし、ちょっとしたヒントを提供す

るだけで効果的な検索できることを知ってもら

いたい、それがガイダンスを実施したいと思っ

た一番の動機でした。

Ⅲ、ガイダンスの概要とその成果

研修指導部長からオリエンテーションのスケ

ジュール表が届きました。オリエンテーション

は、５月１週目から約４週間にわたって行われ、

一昨年度、昨年度共に図書室に割り当てられた

時間は、半日（２時間半～３時間）が２回でし

た。一昨年は５名、昨年は８名の新卒研修医に

行い、その内容は、それぞれ若干異なりますが、

次に述べるとおりです。

１回目：図書室利用の仕方（閲覧・貸出・資



料の複写・図書室が所蔵しない文献の申込、な

ど）、ＰｕｂＭｅｄの使い方。２回目：医中誌

Ｗｅｂ・ＪＤｒｅａｍ・UpToDateの使い方。実習に

は図書室のパソコンを２人で１台使ってもらい

ました。

以下にオリエンテーションの具体的な内容を

紹介します。

図書室の利用の仕方については、１５分程度の

説明で終わり、あとの時間をすべてデータベー

スのガイダンスに使いました。データベース、

特にＰｕｂＭｅｄと医中誌Ｗｅｂについては、すで

に使いこなしている人から、ほとんどはじめて

利用する人まで格差があり、同じ説明でよいの

か気になりましたが、始めてみると「知ってい

る人は知っているなりに」「知らない人は知ら

ないなりに」と、心配していたギャップはさほ

ど問題にはなりませんでした。

ガイダンスは、先にマニュアルと例題を配布

し、それぞれのデータベースの概略を説明。さ

らにその機能や検索方法を説明した後に例題検

索を行いました。

データベースの中で一番時間をかけたのが

PubMedです。最初にＰｕｂＭｅｄの構造を知っ

てもらうため、CumulatedlndexMedicusを資

料に、ＰｕｂＭｅｄの基本構造となるＭｅＳＨＴｅｒｍ

とSubheadingsの説明からはじめました。

ＰｕｂＭｅｄのマニュアルは､主に｢図解ＰｕｂＭｅｄ

の使い方」（日本図書館協会発行）と慈恵医科

大学医学情報センターのホームページに掲載さ

れている「PUbMed利用ガイド」を参考に作成

しました。データベースの理解を深めるために

は､既成のマニュアルをそのまま借用するより、

図書館員が内容を解しながら作成した方がよい

と考えています。

昨年は、一昨年に作成したマニュアルの説明

不足や理解しにくい部分、さらに機能アップし

た箇所などを改めました。データベースはバー

ジョンだけでなく、機能アップが随時あるため、

毎年資料を見直す必要があると思います。

ガイダンスの印象は、一昨年は初めての試み
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のためか、内容を欲張り過ぎ、その上一方的な

説明になりがちであったことを反省しました。

昨年はその点を改善したものの、人数が増えた

せいで、それぞれのペアの進行状況がちぐはぐ

になり、全体的な時間配分の難しさを感じまし

た。これも経験を重ねるごとに、円滑に図れる

ようになるものと思います。ただ、受ける側に

も文献検索に対する関心の強さや、利用経験な

どにより個人差があるため、全員が満足するガ

イダンスを行うのは難しいものと思われます。

文献検索ガイダンスを行う際の留意すべき点

を挙げると、

１．計画性をもつこと。特に全体的な時間配分、

どのような方法、手順で行うかを考える。

２．それぞれのデータベース機能のポイントを

押さえておくこと。

３．よい例題、問題を用意すること。

４．図書館員の検索技術と指導方法のスキル

アップを常に図ること。

Ⅳ、アンケート調査の実施

昨年の１０月、オリエンテーションを行った研

修医（１２名）にアンケート調査への協力をお願

いしました。目的は、ガイダンスに意義があっ

たかどうかを知ること、図書室の利用者サービ

ス全般を見直すこと、そのためニード調査を兼

ねた内容としました。

調査項目は、

１．図書室の資料および整備情報源とその利用

について

２．図書室のサービスについて

３．図書室の利用頻度と利用時間について

４．図書室利用のオリエンテーションについて

５．図書室に対する意見・要望など

その結果の一部を紹介します。

●文献・情報検索によく利用する文献データ

ベースは何ですか

複数回答で、一番多かったのがＰｕｂＭｅｄの

11名、次いで医中誌Ｗｅｂ９名、JDream4名、

UpToDate8名。よく使うデータベースの１位
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Iま医中誌Web、２位はＰｕｂＭｅｄでした。

●図書室の利用頻度と利用時間について

「週にｌ～２回」「３～４回」「毎日」それぞ

れ４名ずつ。図書室はテンキー操作で時間外も

利用できるようになっているので、土日・祭日

でも利用できます。土日・祭日の利用について

は「利用している」４名、「時々利用する」６

名、「あまり利用しない」２名となっています。

利用頻度は他の利用者と比べると高いと思われ

ます。

●利用する時間帯について

複数回答で､17時以降と答えた人が最も多く、

次いで12時～１７時、８時45分～12時、８時45分

以前の順でした。以上の結果、図書室はよく利

用されているものの、時間外の利用が多いとい

うことがわかりました。

●図書室のオリエンテーションについて

結果は、「よくわかった」４名、「まあまあわ

かった」８名で、「あまりわからなかった」や

｢全くわからなかった」と回答した人はなく、

またガイダンスは必要かどうかの問いには、

｢必要」が１１名、「必要でない」が１名という結

果で、一定の成果はあったものと思われます。

大学在学中、オリエンテーションを受けたこ

とのある人は４名でした。

オリエンテーションに関する意見の中に、図

書館員にとって励みになる次のようなコメント

がありました。

「実践的な内容で役立っている」「PubMedの

専門的な使い方はオリエンテーションがないと

わからないので大切である」「われわれは医師

ですが、検索については素人なので、図書館に

は文献検索・資料・データベースの使いこなし

のプロという役割を期待しています」

●その他

電子媒体と紙媒体に関する意見を聞いたとこ

ろ、大半の人が紙媒体の必要性を述べており、

電子ジャーナルが使えればプリント版は不要か

との質問には、１１名が「いいえ」と答えていま

す。また、具体的な図書室への要望では、①

CD-ROM､ＤＶＤなどの電子教材の整備(エコー

やＣＴなどの画像が勉強できるもの）②研修医

向け図書の整備③新しい電子リソース

(CochraneLibrary・MDConsultなど）の導入

がありました。

つまり、図書室へのニードをまとめると、①

研修医向け図書の整備、即ち蔵書構築の必要性

②紙媒体と電子媒体のバランスの重要性③電

子リソースやAudioVisualの整備を挙げる

ことができます。

図書費予算、院内のコンピュータネットワー

ク環境など、図書室では解決できない課題につ

いては、今後病院の理解を得る努力もしていか

なければならないと思っています。

Ｖ・おわりに

図書館員側からみたオリエンテーション効果

について

１．オリエンテーションをしていない医師に比

べコミュニケーションがスムーズにとれ、

声がかけやすくなった。

２．他の医師に比べると図書室がよく利用され

ているだけでなく、利用の仕方が上手であ

る。

３．図書館員にとって文献検索のスキルアップ

になった。

４．臨床研修指定病院としての図書室の役割を

再認識する機会になった。

研修医の図書室利用状況、例えば資料の閲

覧・貸出、文献検索、文献複写などを通して、

図書室の教育支援はすなわち臨床活動支援につ

ながることを実感しました。

図書室に出向かなくても、インターネットに

つなげば、どこからでもある程度必要な情報が

入手できる時代になってきました。しかし、だ

からこそ情報（文献）検索のプロとして、図書

館員には利用者教育を行うという役割があるの

ではないかと思います。それには、常に自らレ

ベルアップを図っていくことが、必要不可欠で

あることは言うまでもありませんが。
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